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板橋駅⻄⼝駅前広場
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6．駅前広場の利活⽤
将来的に整備される駅前広場の広場空間とともに、再開発の広場空間を⼀体的に利活⽤することで、板

橋駅周辺のにぎわいや交流を促進し、地域の魅⼒向上をめざします。広場空間活⽤の企画・運営について
は、官⺠が連携したエリアマネジメント組織の検討を進めます。下記の項⽬が利活⽤の⼀例です。

・むすびのけやきを活かした新たな魅⼒創出
・周辺地域や再開発ビルの商業施設と連携したイベント
・⼀時避難時や、帰宅困難者が避難した場合の活⽤
・キッチンカーを呼んだ⾷のイベント など
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緑 ⼈ 商業 歴史 未来

このアイコンは、4.駅前広場の整備計画で説明する整備コ
ンセプトの要素につながります。

１

はじめに

板橋駅⻄⼝周辺地区は、JR板橋駅・都営三⽥線
新板橋駅・東武東上線下板橋駅の3線3駅が徒歩圏
内にあり、交通の利便性がとても⾼い地区です。
さらに江⼾時代は中⼭道の最初の宿場町として栄
え、戦後には駅を中⼼に商店街が形成され、にぎ
わいのあるまちとして発展してきました。

⼀⽅、駅前広場については整備から約50年が経
過し、各施設が⽼朽化しています。さらに、交通
処理や歩⾏者の安全性、利便性などの交通結節機
能の課題や、にぎわい・憩い・交流といった広場
機能の不⾜といった課題もあります。

区では、都市の質を戦略的に⾼めるための将来
の都市づくりの⽅針を取りまとめた『板橋区都市
づくりビジョン』を策定したほか、今後のまちづ
くりの⽅向性を⽰した『板橋駅⻄⼝周辺地区まち
づくりプラン』を策定し、まちづくりを進めてい
ます。また、国連が提唱するSDGs（持続可能な
開発⽬標）の国際⽬標と合わせ『「東京で⼀番住
みたくなるまち」として評価されるまち』をめざ
しています。

このような区のまちづくり⽅針などに基づき、
板橋駅板橋⼝地区と板橋駅⻄⼝地区の2つの市街
地再開発事業を契機とし、両再開発事業と調和を
図りながら、区の⽞関にふさわしい個性と魅⼒あ
る駅前広場を再整備する必要があります。

本計画は、詳細な設計に進むための基本計画と
して、駅前広場の整備⽅針や整備内容をまとめた
計画とします。

東
武
東
上
線
下
板
橋
駅

.

都営三田線新板橋駅

板橋駅西口地区
市街地再開発事業

北区境

板橋駅板橋口地区
市街地再開発事業

駅前広場再整備事業

板橋駅西口周辺地区
（まちづくりプラン対象範囲）

1．計画の位置づけ

板橋区基本構想

板橋駅⻄⼝
駅前広場整備計画

板橋区基本計画2025

いたばしNo.1
実現プラン2025

板橋区
交通政策基本計画

板橋区
都市づくりビジョン

板橋駅⻄⼝周辺地区
まちづくりプラン

関連個別計画
○景観計画
○ユニバーサルデザイン

推進計画2025
○交通安全計画2020
○環境基本計画2025
○観光振興ビジョン2025 など

関連ガイドライン
○公共施設整備景観ガイドライン
○屋外広告物景観ガイドライン
○屋外案内標識デザインガイドライン

国・都などの計画
○都市計画区域の整備、

開発及び保全の⽅針（都）
○無電柱化推進計画（都）
○受動喫煙防⽌条例（都） など

周辺関連事業など
○板橋駅⻄⼝周辺まちづくり
○板橋駅⻄⼝地区市街地再開発事業
○板橋駅板橋⼝地区市街地再開発事業

板橋区

整合・連携・調和など

具体化

板橋駅⻄⼝周辺地区 概略地図 【SDGｓ持続可能な開発⽬標】
板橋区では、地⽅⾃治体における地域資源やエネルギー補完による循環
共⽣型の社会づくり、環境教育などの取り組みを進めていきます。また、
国や都、区⺠、事業者と連携協働のもと、区としてSDGsの⽬標達成に
寄与していきます。

3.すべての⼈に健康と福祉を
・道路形状変更に伴う安全性向上
・ユニバーサルデザインに配慮した施

設整備

7.エネルギーをみんなにそしてクリーンに
・利便性の向上による公共交通の利⽤

促進
・シェアサイクルの利⽤促進

9.産業と技術⾰新の基盤をつくろう
・⾷や地域の産業の交流、発信
・活性化を促す広場の利活⽤
・にぎわい創出とまちの活性化

11.住み続けられるまちづくりを
・鉄道3線の利便性向上
・バス・タクシーの乗り場集約

― 本計画は「板橋駅⻄⼝周辺地区まちづくりプラン（平成27年3⽉）」の具体化計画の⼀つとして、
ハード・ソフト⾯の具体的な将来像を定める設計前の整備計画として位置づけます。―

もくじ

はじめに

１．計画の位置づけ

２．板橋駅周辺の現況

３．駅前広場の整備⽬標

４．駅前広場の整備計画

５．検討経緯

６．駅前広場の利活⽤

【デジタルトランスフォーメーション（DX）】
近年⾶躍している⾃動⾞運転技術やMaaS※といったICT※や、IoT※を活⽤した新技術、環境性、経済性に
優れたシェアリングなど、交通結節機能をもつ新たな駅前広場への活⽤が期待されます。DXにより、⽣活
の利便性や効率性、満⾜度などを向上させ、暮らしが豊かになる駅前広場をめざします。

※MaaS︓出発地から⽬的地までの移動要望に対し、最適な移動⼿段を円滑に提供する概念。ICT︓情報・通信に関する技術
の総称。IoT︓多種多様なモノがインターネットに接続され、相互に情報をやり取りすること。

板橋駅西口駅前広場
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整備⽬標

地元資源

⽊曾街道 板橋之驛

【歴史】
江⼾時代、板橋宿は、江⼾と京都を結ぶ中⼭道の最
初の宿場町であり、⼤都市江⼾の出⼊り⼝として交
通流通などの⾯で重要な役割を担っていました。当
時の様⼦が⽊曾街道六⼗九次「板橋之驛」で描かれ
ており、沿道には、茶屋や旅籠が⽴ち並んでいまし
た。

【板橋】
旧中⼭道が⽯神井川を渡る地点にかけられた⽊製の
太⿎橋で、区名の由来と⾔われています。

【緑】
板橋には江⼾時代から板橋宿の名所である『縁切り
榎』がありますが、この榎と関連付けて板橋のシン
ボルとなっているのが駅前広場にある『むすびのけ
やき』です。けやきは板橋区の⽊でもあり、ますま
す発展する板橋区を象徴しています。
また、板橋駅を利⽤し多くの⼈が、満開に咲き誇る
⽯神井川の桜の⾒物に訪れます。

【公園】
⼦どもの⾜でも⾏くことのできる距離に板橋駅前公
園や南板橋公園があります。緑を感じることができ、
⼦どもが喜ぶ⼤型遊具で遊ぶことができます。また、
⾃転⾞を利⽤すれば、板橋こども動物園を有する東
板橋公園や、令和3年12⽉オープン予定の植村冒険
館と複合化したスポーツ施設である（仮称）植村直
⼰スポーツセンター、加賀の歴史や史跡を追想する
ことのできる加賀公園などがあります。

【産業、商店街】
宿場の歴史のほか、JR板橋駅の開設、加賀地域から
始まる⼯業の集積により多くの⼈が集まりました。
周辺には、6つの商店街があり、地域に根差した
様々な商店でにぎわっています。

明治時代の板橋

安⼼・安全な駅前広場 にぎわいや憩いのある
駅前広場

板橋区の⽞関・顔に
ふさわしい駅前広場

周辺と⼀体となってにぎわ
いを⽣み出すことができる
空間整備

⾝近なところで緑を感じる
ことができる空間整備

周辺景観と調和のとれた駅前
広場整備

板橋らしさ・旧中⼭道の趣を
感じることができる駅前広場
整備

全ての⼈が安⼼・安全に利⽤
することができる歩⾞道整備

他の交通⼿段と乗り換えしや
すい駅前広場整備

⾮常時に利⽤可能な空間整備

板橋駅⻄⼝周辺地区まちづくりプラン（平成27年3⽉）

安全で安⼼なまち 誰もが暮らしやすく、
活気にあふれたまち

板橋区の⽞関に
ふさわしいまち

周辺再開発事業

⽅針
板橋区の⽞関にふさわしいにぎわいのある複合市街地
安全・安⼼で魅⼒ある駅前環境の形成

⽅針
板橋区の⽞関にふさわしい暮らしやすく活気
あふれるゲートウェイ

１.板橋駅前拠点にふさわしい公益施設等の整備
２.板橋区の顔づくりに寄与する魅⼒ある複合市街地の形成
３.周辺地区との連携を⾼める歩⾏者ネットワーク
４.みどりの拠点の創出と周辺地区に貢献する広場の整備
５.旧中⼭道の⾯影を活かしたにぎわいある街並みの形成

１.区の⽞関にふさわしい住宅・商業公益施設等
の複合施設の整備

２.周辺地域との回遊性を⾼める歩⾏者ネットワ
ークの形成

３.公益施設によるにぎわいと交流拠点の形成

板橋駅⻄⼝地区市街地再開発事業板橋駅板橋⼝地区市街地再開発事業

2．板橋駅周辺の現況

周辺施設

【教育施設】
⼤学や⾼校だけでなく、インターナショナルスクー
ルもあり、幅広い年代及び国を越えた地域の⽅が集
まっています。

【医療施設】
クリニックや⻭科医院など普段利⽤する医療機関だ
けでなく、⼤学病院や総合病院など多様な形態の医
療施設が充実しています。 東京家政⼤学 帝京⼤学医学部附属病院

むすびのけやき ⽯神井川の桜

（仮称）植村直⼰スポーツセンター
（イメージ写真）

商店街map

板橋こども動物園

駅周辺の商店街

3 ．駅前広場の整備⽬標

― 板橋駅周辺の施設や歴史について整理します。― ― 現在、板橋駅周辺では2つの再開発事業が進められています。駅周辺に必要な都市機能の集約とにぎ
わい、交流の創出を図ります。―

― 地域まちづくりの上位計画である「板橋駅⻄⼝周辺地区まちづくりプラン」で策定した、「安⼼・安全」
「にぎわい」のキーワードに基づき、以下のような駅前広場を⽬標とします。―
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4．駅前広場の整備計画

整備コンセプト
― 整備に向けて、基本的な考え⽅を整理します。―

５つのゾーニング
― 駅前広場をその場所の性格に応じてゾーニングを⾏います。―

〜住んでいる⼈は、我が家に帰ってきたと思い、
訪れた⼈は、魅⼒を感じることのできる広場〜

⼈とまちを結ぶ板橋の⽞関

⼈

緑

１．住み続けたくなるまち
２．住みたくなるまち
３．魅⼒発信

１．緑と環境の共⽣都市
２．むすびのけやき

１．にぎわいを形成した宿場町
２．⼈の流れを⽣む板橋駅

商業

歴史 未来

再開発事業の基本⽅針
板橋駅板橋⼝地区市街地再開発事業
・板橋区の⽞関にふさわしい暮らしやすく

活気あふれるゲートウェイ

駅広
結

結

結

結 結

１．SDGs、DXの活⽤推進
２．安全安⼼のまち
３．利便性の向上

板橋駅⻄⼝地区市街地再開発事業
・板橋区の⽞関にふさわしいにぎわいの

ある複合市街地
・安全・安⼼で魅⼒ある駅前環境の形成

１．⽣活・交流を促す都市
２．地域に根ざした商店街
３．再開発事業との融合

にぎわいの広場

けやきの広場

つながりの
広場

待合の広場

流れの
広場

にぎわいの広場
再開発事業と調和し、広場、通路、
休憩の機能を持つ広場とします。

けやきの広場
けやきに注⽬させ、緑を
感じる広場とします。

待合の広場
バス、タクシー、障がい者優
先乗り場の利⽤者が快適に待
つことのできる空間とします。

つながりの広場
旧中⼭道、駅前広場などの歴史や
地域の結節点となる広場とし、魅
⼒発信を⾏う広場とします。

流れの広場
利⽤者が最も多く⾏き来する広
場となります。円滑な⼈の流れ
を⽣み出します。

板橋駅⻄⼝地区
市街地再開発事業

板橋駅板橋⼝地区
市街地再開発事業
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２.利便性の課題
バス停がJR板橋駅から離れた位置
に配置されています。また、福祉
⾞両乗り場が整備されていません。

３.にぎわい空間の不⾜
道路が駅前広場⾯積の多くを占めて
おり、イベントなどを開催できるよ
うな空間が少ない状況にあります。

駅間を往来する⼈が駅前広場内を利⽤する
際に、2回⾞道を横断しなければならず、ま
た横断抑⽌柵が連続して設置できないため、
無秩序に横断する歩⾏者が多い状況です。

１.安全上の課題

整備後の横断歩道イメージ
（板橋駅⻄⼝地区再開発から⾒た板橋駅） 整備後のバス・タクシー乗り場イメージ

整備前

中央島の利⽤状況離れているバス・タクシーの乗り場

朝の道路横断状況

バス

タクシー

― 交通処理の課題や、利便性の向上やにぎわい空間が不⾜
している課題を踏まえ、以下のような道路形状とします。―

３.にぎわい空間の創出
魅⼒的でにぎわいと活気に
あふれた空間を創出します。

整備後

バス

板橋駅⻄⼝地区
市街地再開発事業

道路形状の整備⽅針

板橋駅
板橋⼝地区

市街地
再開発事業

※タクシープールの台数は今後の利⽤動向を考慮し決定します。また、
法的及び構造的に問題がある場合、形状を変更する可能性があります。

タクシー
プール

２.交通結節機能・利便性の向上
利便性の向上を⽬的とした乗り場を配置します。

１.安全性の⾼い交通結節点の整備
⾞道横断の少ない乗り換え経路とします。
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エリア別の整備⽅針

旧中⼭道

Point3.歴史が育んだ機能を継続する計画とします。

空間機能として、⼈の流れと休息を表現します。

板橋駅

⼈の流れ

休息

板橋宿 再開発

歩⾏空間 休息空間

広場ゾーン ⾞道

むすびのけやき

Point1.「むすびのけやき」を印象付けます。 Point2.再開発事業とにぎわいや景観の 融合を図る計画とします。

再開発事業の低層に⼊る商業施設とにぎわい
空間の融合を図り、⼀体的な利⽤が可能なス
ペースを確保します。

板橋駅⻄⼝地区再開発事業でイメージして
いる⼭の斜⾯、けやきを中⼼とした緑化空
間を共有する植栽⾼さを設定します。

板
橋
駅
板
橋
⼝
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業

板橋駅⻄⼝地区
市街地再開発事業

むすびのけやき
ｖ周辺からアクセスするとき、けやきがアイキャッチ（⽬を

引きつけるもの）となるように⾒通しを確保します。

交通結節機能・利便性の向上
・タクシー・バス・障がい者優先

乗り場の集約。

安全性の向上
・⾞道横断の数を極⼒減らす道路形状。
・⾞の視野を確保する道路形状。

※両再開発事業区域の整備内容は検討中のため、変更の可能性があります。

けやきの広場
・けやきを象徴的・⾼質的に表現する
ほか、タクシープールに停⾞してい
るタクシーを⽬⽴たなくするため、
植栽ゾーンをマウンドさせます。

・イベント利⽤や災害時の帰宅困難者
の滞在など、⾮⽇常的な場⾯におい
て多様な活⽤が可能となる空間とし
ます。

つながりの広場
・旧中⼭道によって繋がる板橋区の⽞
関であるため、板橋の魅⼒発信を⾏
うサインを設置します。

・⼦供連れでも居⼼地良い環境を創出
するため、けやき及び電⾞を意識さ
せる位置にベンチを配置します。

※当広場で、トイレ・喫煙所・駐輪
場・シェアサイクルの設置について
検討します。

流れの広場
・舗装の配⾊により新板橋駅⽅⾯と
待合の広場⽅⾯へ歩⾏者の流れをや
わらかく導きます。

・円滑な動線及び⾮常時に利⽤可能
な空間を確保するため、障害となる
⼯作物の設置は避けます。

・歩⾏者動線を分節する位置に、広場
のアイキャッチとなる樹⽊を配置し、
緑を印象付けます。

・⽞関⼝として、周辺地図を含む公
共施設や観光地を表⽰するサインを
設置します。 にぎわい空間の創出

・魅⼒的でにぎわいと活気
にあふれた空間の創出。

板
橋
駅
板
橋
⼝
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業

板橋駅⻄⼝地区
市街地再開発事業

板橋駅⻄⼝地区
市街地再開発事業

板橋駅板橋⼝地区
市街地再開発事業

にぎわいの広場
・ベンチと⼀体となった植栽で⼈の流
れと休息の空間を分節します。

・⽇常的な利⽤では、⼀休みできるベ
ンチと緑の空間を計画します。

・イベント時には多様な利⽤形態が可
能な広がりを確保します。
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待合の広場
・バス、タクシー利⽤者の待合となる
ため、快適に待合ができる空間をつ
くります。



サイン
板橋区屋外案内標識デザインガイドラインに基づきサインを設置します。サインに
は公共施設への案内、歴史、観光資源の解説など区の魅⼒発信に関する情報を表⽰
します。

植栽
新緑や落葉を楽しめる落葉樹を配置します。
また、花の咲く樹⽊や紅葉する樹⽊など季節
感をさらに⾼める樹種を選定します。

歩道舗装
板橋宿をイメージさせる茶系統の⾊調とし、舗装パターンは格⼦⼾をモチーフとした格
⼦模様を基本とします。また主要な歩⾏者動線をやわらかく導き、⾃然に再開発事業建
物、駅や商店街へ繋がっていく流れを表現します。

上屋
けやきへの視野を確保するため存在感を出さない形とします。歴史的な雰囲気を持た
せるために⽊質を感じる素材を⽤いるとともに、陽の光を感じるガラスなど近代的な
素材も融合したデザインとして、歴史と未来の融合を表現します。

Point.歴史的記憶の継承と未来への創出をイメージした施設を整備します。
板橋宿の往時を推測する

江⼾時代、庶⺠は茶⾊を地味だ
が奥深い⾊とし楽しんでいまし
た。また、当時の橋や建物の部
材は⽊材が使われていたため、
⾊彩イメージを茶⾊とします。

旅籠の⽊造建築の外壁は、内部
から街道の様⼦が分かるように
格⼦が設けられていましたので、
施設に格⼦をイメージさせます。

未来への輝き

陽の光、⽊漏れ⽇を活かし、
区の明るい未来を表現します。

形状イメージ︓格⼦
材質イメージ︓⽊質

ベンチ
ベンチは、周囲の緑やまちの⾵景、通り過ぎる⼈々など、思
い思いの⽅向に視線を向けることのできる形とし、社会情勢
における新しい⽣活習慣を意識した間隔で設置します。また、
設置場所により⼀休みできる腰を据える形のベンチや、両再
開発事業と調和するデザインのベンチを選定します。

冬︓太陽が恋しい冬は、落葉し
て光溢れる空間となります。春夏秋︓⽊陰を作り出します。

⾊彩イメージ︓茶 活⽤イメージ︓ガラスや樹⽊

駅前広場

再開発事業のイメージ（参考）
⻄⼝ ︓すだれ ⻄⼝ ︓ブラウン、無彩⾊

板橋⼝︓アースカラー
⻄⼝ ︓複合市街地
板橋⼝︓ゲートウェイ

歩道舗装パターン図

※ サインや横断抑⽌柵などの施設は、詳細設計の段階で維持管理を考慮し選定します。

イメージ図

駅 前 広 場 ⻄ 側 か ら の ⿃ 瞰 イ メ ー ジ

☆ 施設計画（トイレ・喫煙所など）
板橋区の⽞関にふさわしい個性と魅⼒ある駅前広場として、また⾼齢者、障がい者などを含むすべての⼈
にとって利⽤しやすい駅前広場をめざし、現在設置されているトイレ、喫煙所、駐輪場だけでなく、近年
利⽤者が多いシェアサイクルを含め検討しています。広場利⽤者からは、トイレが汚いこと、煙草の煙や
吸殻を捨てられることによる環境悪化が問題視されていることがアンケート調査により分かりました。ま
た、コロナ禍による社会情勢や利⽤動向、両再開発事業により設置される施設との兼ね合いにも注視する
必要があるため、引き続き将来の駅前広場に必要な施設を検討します。

駅 前 広 場 南 側 か ら の ⿃ 瞰 イ メ ー ジ
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5．検討経緯

板橋区では、ユニバーサルデザインの総合的な推進に寄与することを⽬的とし、
東京都板橋区ユニバーサルデザイン推進協議会を設置しています。令和2年9⽉11
⽇に開催された第57回推進協議会にて、駅前広場の整備について意⾒をいただき
ました。いただいた以下の意⾒などを含め、今後の設計に向けて検討いたします。
・タクシー乗り場やバス乗り場に上屋を設置すること。
・タクシー乗り場の段差を解消すること。
・歩道舗装を滑りにくい素材にすること。

令和元年7⽉に、板橋駅⻄⼝周辺地区を含む地域住⺠と駅前広場利⽤者を対象に、携帯キャリアを活⽤した
インターネットアンケートなどを実施しました。アンケートでは、利⽤⽬的、思い浮かべるもの、求めるも
のなど14項⽬について⾏い、1,338件回答をいただきました。
集計した結果、駅前広場が古い印象を持つことや、緑地空間や休憩スペースの機能を充実してほしいなどの

意⾒をいただきました。

アンケート調査

駅前広場検討部会（ワークショップ）

ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 推 進 協 議 会

駅前広場で不快だと感じること 駅前広場に求めるもの

回数 開催年⽉ 開催概要 主な意⾒

第1回 令和元年
9⽉

⾊彩・歴史性・空間の使い
⽅を軸とした新しい駅前広
場のイメージについて

・緑を活かし、ベンチを配置しにぎわいを創出したい。
・歴史的か現代的か、再開発とのバランスを考えるべき。

第2回 令和元年
12⽉

上屋、照明、案内サイン、
舗装のデザインについて

（上屋について）
・⽊⽬を⽣かし、明るさが欲しい。
（歩道舗装について）
・茶系の落ち着いた⾊にしてほしい。

第3回 令和2年
7⽉

駅前広場の⽇常的利活⽤や
イベントなどを意識した利
活⽤の想定。ベンチや植栽
などの施設配置のあり⽅に
ついて

（全体意⾒）
・中央島を⾼くすれば、乱横断しづらいのではないか。
・駅前に待ち合わせ空間を確保してほしい。
・歴史感ある施設や板橋宿を発信する⼯夫をすべき。
（利活⽤に関する意⾒）
・歩⾏者動線を阻害しない⾼⽊の本数がいいのではないか。
・⾞道を⼀部交通規制した場合、イベント時にステージなど

で活⽤できそうな中央島がいいのではないか。
（ベンチや植栽などに関する意⾒）
・四季が感じられる樹⽊を配置したい。

第4回 令和2年
8⽉

駅前広場の利活⽤や歩道舗
装、照明、植栽などの配置
物に関するあり⽅について

・緑陰を利⽤したベンチの配置、⽊⽬調のベンチ。
・駅広の線形、他の施設配置に合わせたベンチの配置。
・上屋は両再開発事業との調和を図ったほうが良い。

地域住⺠、商店街の代表や公募区⺠で構成されている、板橋駅⻄⼝周辺地区まちづくり勉強会の駅前広場
検討部会から様々なご意⾒をいただきました。

策定にあたっては、駅前広場利⽤者を対象としたアンケート調査、駅前広場検討部会（ワークショップ）、
ユニバーサルデザイン推進協議会や庁内関係組織からなる板橋区まちづくり事業連絡会議などから意⾒をい
ただきました。今後は本計画に基づき、駅前広場のトイレ・喫煙所など施設検討、設計を⾏い、両再開発事
業の進捗に合わせて整備します。

板橋区まちづくり事業連絡会議 駅前広場整備分科会

10⽉

1⽉

4⽉

7⽉

7⽉

4⽉

整備計画検討

整備計画 策定

施設検討・設計・⼯事

● アンケート調査

● 第1回 駅前広場検討部会

令和元年

令和2年

● 第2回 駅前広場検討部会

令和3年

● 第4回 駅前広場検討部会
● 第3回 駅前広場検討部会

● ユニバーサルデザイン推進協議会
〇 第3回 まちづくり事業連絡会議

〇 第4回 まちづくり事業連絡会議

〇 第1回 まちづくり事業連絡会議

〇 第2回 まちづくり事業連絡会議

10⽉

1⽉

代表 都市整備部地区整備事業担当課、⼟⽊部計画課

構成員

政策経営部 政策企画課、財政課、施設経営課

資源環境部 資源循環推進課

都市整備部 都市計画課

⼟⽊部 管理課、交通安全課、⼯事課、みどりと公園課、公園整備担当課

〇︓庁内検討
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板橋駅⻄⼝駅前広場整備計画
編集︓板橋区 都市整備部 拠点整備課

〒173-8501 東京都板橋区板橋2-66-1
TEL 03-3579-2556

刊⾏物番号︓R02-125

板橋駅⻄⼝駅前広場
整備計画

6．駅前広場の利活⽤
将来的に整備される駅前広場の広場空間とともに、再開発の広場空間を⼀体的に利活⽤することで、板

橋駅周辺のにぎわいや交流を促進し、地域の魅⼒向上をめざします。広場空間活⽤の企画・運営について
は、官⺠が連携したエリアマネジメント組織の検討を進めます。下記の項⽬が利活⽤の⼀例です。

・むすびのけやきを活かした新たな魅⼒創出
・周辺地域や再開発ビルの商業施設と連携したイベント
・⼀時避難時や、帰宅困難者が避難した場合の活⽤
・キッチンカーを呼んだ⾷のイベント など
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